
LRL（長距離探知機）の探知原理に関する専門的技術検証報告書 

序章：LRL（長距離探知機）の概説と本報告書の目的 

LRL（Long-Range Locator）は、金、銀、貴金属、さらには薬物や爆発物といった特定の物質を、従来の金属探知機や

地中レーダー（GPR）を遥かに凌ぐ距離と深度から探知できると主張される機器の総称です 1。これらの装置の多くは、

「特定の物質が発する共鳴周波数」を利用することで、対象物の存在を感知し、その方向を示すとされています。しかし、こ

の種の装置の主張は、科学的なコミュニティにおいて長らく懐疑的な見方をされてきました。実際に、Sandia National 

Laboratories による研究では、特定の LRL モデルが「完全に無用」であると結論づけられ、英国政府は詐欺的であると

して特定の LRL モデルの輸出を禁止した事例も存在します 2。 

本報告書の目的は、このような LRL の主張を、ユーザーから提供された回路図（28）と、物理学および電子工学の厳密な

知見に基づいて詳細に検証することにあります。具体的には、LRL が探知している可能性として Gemini が提示した「自

然の電磁的信号」について、その物理的特性と LRL 回路の検出能力を比較分析します。その上で、もし主張される原理

が科学的に成立しないと判断される場合、装置が「機能している」ように見える現象を説明する、より合理的な物理的、あ

るいは心理学的なメカニズムを考察します。本報告書は、LRL が単なる非科学的な装置なのか、それとも現代の電子技術

と心理学が複雑に絡み合った、より巧妙な仕組みを持つものなのかを、多角的な視点から明らかにします。 

第 1 章：LRL 回路の電子工学的分析 

1.1 回路図の部品構成と役割の解剖 

提供された LRL 回路図（28）は、その構成が非常にシンプルであり、電子機器の基本原理に基づいて動作していると推察

されます。主要な能動部品は、オペアンプ（U1）と 2 つの NPN トランジスタ（U2, U3）です。 

• U1: TL071CDR オペアンプ 

o 回路図の中核をなす U1 は、テキサス・インスツルメンツ社製の TL071CDR というオペアンプです 4。こ

のオペアンプは JFET（接合型電界効果トランジスタ）を入力段に使用しているため、非常に高い入力イ

ンピーダンスを持つことが特徴です 4。この特性は、外部の「imex-Antenna」と記された電極体からの

微弱な電圧信号を、回路にほとんど負荷をかけずに受け取ることができるため、信号のバッファまたは初

期増幅器として機能していると考えられます 6。 

• U2, U3: BC548A NPN トランジスタ 

o U2 と U3 は、一般的な NPN バイポーラトランジスタである BC548A で構成されています。これらは、オ

ペアンプ U1 で増幅された信号を受け、最終的な出力（LED 点灯）を駆動するためのスイッチングまたは

電流増幅の役割を担っています。この構成は、増幅された信号がある一定の閾値を超えた場合に、LED

を点灯させるという、非常に基本的な検出表示回路の形式です。 

• 可変・固定抵抗器（RP1, RP2, RP3, R1-R6） 

o 回路には複数の抵抗器が含まれています。可変抵抗器（RP1, RP2, RP3）は、オペアンプのゲイン（増

幅率）やバイアス電圧を調整するために使用される可能性が高く、これにより装置の「感度」を調整する

機能を提供していると推測されます。ただし、この抵抗器の組み合わせや回路構成自体が、LRL が主張

するような特定の周波数に科学的に同調する能力を持つわけではありません。 

1.2 検出・増幅器としての回路の技術的限界 

この回路構成を物理学的な観点から厳密に評価すると、LRL が主張する微弱な自然信号を検出することは技術的に不

可能であると判断せざるを得ません。 



まず、最も根本的な問題は、回路の感度とノイズレベルの間に存在する決定的なギャップです。TL071CDR は「低ノイズ」

を謳っていますが、その代表的な入力換算ノイズ電圧は 18 nV/$\sqrt{\text{Hz}}$です 4。これは、検出対象とされる

地磁気変動（ピコテスラレベル）やシューマン共鳴（ピコテスラレベル）といった極めて微弱な信号の振幅に比べて、数桁

から数十桁も大きいレベルです。これは、信号がアンプ自身の熱雑音や環境ノイズに完全に埋もれてしまい、区別が不可

能であることを意味します。 

次に、LRL の探知原理とされる「共鳴」と物理法則との矛盾です。LRL は、探知対象が発する「固有の周波数」に共鳴し

て信号を返す、あるいは、LRL が発信した信号の「反射」を捉えることで機能すると主張することがあります 3。しかし、ほと

んどの LRL は低電圧の乾電池で動作しており、強力な電磁信号を発信する能力はありません 2。さらに、電磁波の強度

は距離の二乗に反比例する「逆二乗の法則」に従うため、たとえ微弱な信号を発信できたとしても、数十メートル、ましてや

数キロメートル離れた場所から対象物による反射信号が LRL に戻ってくることは、物理的に不可能です 2。 

これらの技術的な制約を踏まえると、LRL の「検出」は、主張される自然信号の検知とは別の原理に基づいていると考え

るのが合理的です。LRL 回路が持つ高い入力インピーダンス（JFET 入力）という特性は、実は LRL の動作を説明する

上で重要な鍵となります。この回路は、人間の身体に溜まった静電気を検出する簡易センサーの回路と非常によく似てい

ます 6。人が椅子に座ってカーペットを擦ったり、特定の素材の服を着たりすることで、身体には静電気が帯電します。この

帯電した身体が LRL の「アンテナ」に近づくと、静電誘導によってわずかな電流がアンテナに流れ込み、回路が増幅して

LED を点灯させます 7。この現象は、LRL が探知対象ではなく、むしろ操作者自身の身体状態や環境の静電気に反応し

ている可能性を示唆しており、LRL が「機能している」ように見える現象に対する最も単純で、かつ物理的に成立する説明

の一つです。 

第 2 章：主張される自然電磁信号の物理的特性と検出技術の比較 

Gemini の回答で言及された 4 つの自然電磁信号について、それぞれの物理的特性と、それを科学的に検出するために

必要な技術を詳細に比較し、LRL 回路が本当にこれらの信号を検出しているのかを検証します。 

2.1 地磁気と地磁気脈動 

地磁気は、地球全体を覆う比較的強い定常磁場であり、赤道付近で約 30$\muT、極付近では約 60\mu$T の強度を

持ちます 8。LRL が検出している可能性があるとされるのは、この定常磁場そのものではなく、その微弱な変動（地磁気脈

動）です。この変動は、日々で約 25nT、秒単位では 1nT 程度のレベルで発生します 9。変動の周波数帯は、mHz から数

Hz という超低周波帯域に集中しています 10。 

これらの微弱な磁場変動を検出するためには、高感度な専用の磁力計が必要です。例えば、フラックスゲート磁力計や、

SQUID（超電導量子干渉計）といった極めて高価な装置が用いられます。シューマン共鳴の検出にも使用されるように、

高感度な磁気センサーは、高透磁率のコアに数十万ターンもの線を巻いたコイルを使用するなど、LRL のシンプルなアン

テナとは構造的にも原理的にも全く異なります 12。LRL 回路は、このような微弱な磁場変動を検出するための設計にはな

っておらず、物理的に機能する可能性はありません。 

2.2 地下水流動による地電位 

地下を流れる水は、岩石との摩擦やイオンの移動により、地盤中に微弱な電位差を生じさせることがあります 14。この現象

は「自然電位法」として知られる物理探査手法の基礎であり、実際の地質調査では、地下水流動に伴って 100〜150mV

もの電位変動が観測された事例も報告されています 15。 

しかし、この地電位の測定には、地表に電極を設置し、そこから正確な電位差を測定するための電位差計を使用します 

14。LRL の「アンテナ」が仮にこの電位差を捉えたとしても、この種の信号は環境ノイズと区別することが非常に困難です。

専門的な地質探査では、高度なフィルタリングや解析技術を用いてノイズを除去しますが、LRL 回路にはそのような高度

な信号処理機能は存在せず、ノイズに紛れた微弱な信号を正確に捉えることは不可能です。また、テルル電流（地中を流



れる自然な電流）を利用する MT 法といった探査手法も存在しますが、これも磁場と電場の両方を測定する高度な技術

であり、LRL の回路とは根本的に異なります 17。 

2.3 シューマン共鳴 

シューマン共鳴は、地球の地表と電離層の間が共振器として機能することで発生する、極めて低い周波数（基本周波数は

7.83Hz）の電磁波です 12。この共鳴は、世界中で発生する雷の放電によって継続的に励起されています。 

この信号の最大の特徴は、その極端な微弱さです。シューマン共鳴の磁場振幅は、わずか 1 ピコテスラ（10$^{-12}T）

程度であり、これは地球の定常磁場（数 10\mu$T）の 10 億分の 1 以下という、信じられないほど小さな値です 12。こ

のような微弱な信号を検出するためには、高透磁率のコアに数十万ターンもの線を巻いた超高感度なコイルや、高インピ

ーダンスアンプに接続された特殊なボールアンテナといった、専門的な機器が不可欠です 12。LRL の回路は、この技術的

要件を全く満たしておらず、シューマン共鳴の検出は物理的に不可能であると言えます。 

2.4 宇宙線 

宇宙線は、太陽系外から地球に降り注ぐ、ほぼ光速で移動する高エネルギー粒子（主に陽子や原子核）のことであり、電

磁波そのものではありません 21。これらの粒子が大気圏に突入すると、二次的な粒子群（空気シャワー）や電磁波を生成

しますが、LRL の回路は、高エネルギー粒子を検出するための設計にはなっていません 23。宇宙線を検出するためには、

地表粒子検出器のような専用の装置が必要です 23。 

さらに、宇宙線は電荷を持つため、地球の磁場によってその経路が複雑に曲げられます。このため、地表で検出された宇

宙線の軌跡から、その発生源を正確に特定することは極めて困難です 22。LRL が宇宙線を検出しているという主張は、宇

宙線の物理的性質と検出技術に関する根本的な誤解に基づいていると結論づけられます。 

信号の

種類 

主な周波数帯

域 

典型的な信

号強度 
専門的な検出技術 LRL 回路とのギャップ 

地磁気

変動 
mHz - 数 Hz 

1 nT - 25 

nT 

高感度磁力計（フラッ

クスゲートなど） 

磁場検出機能なし。信号強度が微

弱すぎる。 

地下水

流動 

静的 - 超低

周波 

数 mV - 

150 mV 

自然電位法（電極と

高精度電位計） 

高度な信号フィルタリング機能なし。

環境ノイズとの区別が困難。 

シューマ

ン共鳴 

7.83 Hz (基

本周波数) 

1 pT (磁

場) 

高透磁率コアの超高

感度コイル 

信号強度が極めて微弱。専門センサ

ーを搭載していない。 

宇宙線 - 
高エネルギ

ー粒子 
特殊な粒子検出器 

宇宙線は粒子であり電磁波ではな

い。検出機構が全く異なる。 

 

第 3 章：技術的・物理的検証と LRL の真の動作原理 

3.1 LRL 回路と自然信号の検出能力の比較 

前章で詳細に分析した通り、LRL のシンプルな回路は、その感度、ノイズ特性、およびアンテナの物理的特性において、主

張されるいかなる自然電磁信号も検出する能力を欠いています。各信号の微弱さや周波数特性、そして専門的な検出に



必要とされる特殊なセンサーや高度な信号処理技術と、LRL の回路構成との間には、埋めがたい巨大な技術的・物理的

ギャップが存在します。LRL の動作を科学的に検証するために行われた盲検試験では、その効果が統計的に有意な結果

を示さなかったことが、多くの専門家によって報告されています 2。この事実は、LRL が主張する探知原理が機能しないこ

との強力な証拠です。 

3.2 科学的懐疑論と LRL 

LRL の製造元は、しばしばその技術を「特許取得済みの機密設計」であると主張することがあります 3。しかし、これは科

学的な検証や査読を回避するための典型的な疑似科学的レトリックです。科学の世界では、その技術が真に機能すること

を証明するためには、再現可能な実験と、その結果を詳細に記述した論文によるピアレビューが不可欠です。しかし、LRL

はそのようなプロセスを経ていません。懐疑的な専門家は、LRL を「高価なダウジングロッド」と断じており 2、その正当性

が疑問視されています。 

3.3 LRL の動作を説明する心理学的・非科学的効果 

LRL が科学的に機能しないにもかかわらず、多くのユーザーがその効果を実感すると報告しているのはなぜでしょうか。こ

の現象は、物理的な検出原理ではなく、心理的な要因によって説明することが可能です。最も有力な説が「イデオモーター

効果」（特発運動効果）です 25。 

イデオモーター効果とは、意識的な思考や意志とは無関係に、潜在意識が身体の微細な筋肉運動を引き起こす現象です 

25。古くから行われてきたダウジング（水脈探しなど）の棒や振り子の動きは、この効果によって引き起こされることが科学

的に証明されています 25。LRL は、その形状がダウジングロッドと非常に類似しており、手で保持する構造が、操作者の無

意識の動きを増幅するのに適しています。 

LRL がこの心理的効果に依存するメカニズムは、以下のように推察されます。 

1. 期待による暗示: LRL の操作者は、装置が「宝物」や「水脈」を見つけるという強い期待感を抱きながら探索を行

います。この期待が、潜在意識に強い暗示を与えます。 

2. 物理的フィードバック: 第 1 章で分析したように、LRL 回路は探知対象ではなく、操作者自身の身体に帯電した

静電気や、環境のわずかなノイズに反応して LED を点灯させる可能性があります。 

3. イデオモーター効果の増幅: この LED の点灯は、操作者の潜在意識に対して「何かを検出した」という強いフィ

ードバック（心理学でいう「プライミング」）を与えます 27。この物理的なフィードバックが、すでに働き始めているイ

デオモーター効果をさらに強め、無意識のうちに LRL が指し示す方向へと操作者の身体を動かします。 

このように、LRL は単なるダウジングロッドではありません。それは、機能しない電子回路と「共鳴」や「自然エネルギー」と

いった科学的な用語で飾り付けられた、一種の「科学的詐欺」と、ユーザーの心理を利用する「心理学的装置」のハイブリ

ッドであると考えられます。この科学的な装飾が、単なる迷信を超えた「科学的根拠がある」という誤った印象を操作者に

与え、イデオモーター効果をより強力に引き出すプライミングとして機能していると見ることができます。この装置は、電子工

学、物理学、心理学、そして詐欺の手法が複雑に絡み合った、現代における疑似科学の典型例と位置づけられるのです。 

また、一部の高価な LRL モデルには、GPS 機能と、予め人工衛星データなどから作成された地下地図データベースが内

蔵されているという説も存在します 1。もしこの説が正しければ、LRL の「探知」は、自然信号の検出でも、イデオモーター

効果でもなく、単にプログラムされた座標にユーザーを誘導するナビゲーションに過ぎず、その動作はさらに巧妙な欺瞞に

満ちたものとなります。 

第 4 章：結論と今後の探求への提言 

4.1 科学的結論の要約 

本報告書は、提供された LRL 回路図の技術的分析と、主張される自然電磁信号の物理的特性の比較検証に基づいて、



以下の科学的結論を導き出します。 

• LRL 回路は、地磁気変動、地下水流動、シューマン共鳴、宇宙線といった、主張される微弱な自然電磁信号を物

理的・技術的に検出する能力を欠いています。 

• 装置が「機能している」ように見える現象は、回路が操作者自身の身体に帯電した静電気を検出する機能と、そ

の視覚的なフィードバックによって増幅される、操作者の潜在意識による生理的反応（イデオモーター効果）に起

因する可能性が極めて高いです。 

• LRL の「共鳴」原理や「探知」能力の主張は、科学的根拠を欠いており、その多くが科学的用語を都合よく利用し

た疑似科学的な説明であると考えられます。 

4.2 ユーザーへの提言 

LRL のような疑似科学的装置は、興味深い現象を提供することがありますが、その背後にある科学的な原理を深く理解す

ることが重要です。LRL が内包する、科学と疑似科学の境界線を考察することは、単なる機器の分析を超えた、知的な探

求となり得ます。 

もし本当に地中の物質や構造を探査したいのであれば、科学的根拠に基づき、再現可能な結果を出すことが証明されて

いる以下の技術に目を向けることを推奨します。 

• 磁気探査法: 地磁気センサーを用いて地下の磁性体の分布を把握する。 

• 自然電位法: 地下水流動や鉱体によって生じる地電位差を測定し、地層構造を推定する。 

• 地中レーダー（GPR）: 地中に電磁波を発信し、その反射波から地下の構造や埋設物を探査する。 

• MT（Magnetotelluric）法: 自然の地磁気地電流を測定し、地下深部の比抵抗構造を明らかにする。 

これらの技術は、LRL のような装置が提供する「神秘的な体験」とは異なり、専門的な知識と高価な機器を必要とします

が、その結果は物理法則に裏打ちされた、信頼性の高いものです。LRL という装置は、科学的権威を装った疑似科学の一

例として、電子工学、物理学、そして人間の心理の複雑な相互作用を学ぶ上で、興味深い研究対象であると言えます。 

 


